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季節の生け花

国際交流・韓国
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韓国人が「辛い味」に
魅了される理由

太宰府市国際交流員
キム シンヒョン

金辛泫

　韓国料理といえば「辛さ」が象徴的ですが、実はその歴史はそれほど古く
ありません。韓国には、にんにくや生姜、ネギなど伝統的な香味食材はあり
ましたが、現在の主役である唐辛子が伝わったのは16世紀末の文禄・慶長
の役の時期で、日本を経由したと言われています。
　本格的に料理に使われ始めたのは18世紀に入ってからで、寒さの厳しい冬
を乗り切るための保存食（キムチなど）の工夫として定着しました。では、な
ぜ今これほど深く愛されるようになったのでしょうか。
　その背景には、現代のライフスタイルにおける「手軽なリフレッシュ」とし
ての役割があります。辛いものを食べて汗をかくことは、脳内でエンドルフィ
ンが分泌され、軽いストレス解消や気分転換にもつながるため、楽しみなが
ら食べられるメンタルケアのひとつとしても受け入れられています。
　こうした楽しみや爽快感を求める動きは、1990年代末の経済危機以降、
不況の中でも比較的安価に楽しめる辛い料理が多くの人に親しまれる要因
となりました。さらに外食産業の発展により、手軽に楽しめる辛い料理が街
中で身近な存在となり、テレビや雑誌で紹介されることで、大衆文化として
も定着しました。
　つまり、韓国人の辛さへの愛着は、歴史的な食文化の受容と、味覚や心理
的満足感が融合した結果です。変化の激しい時代の中でも、辛い味は今なお
韓国の食卓を支える大切なアイデンティティであり続けています。

花材：オンシジューム、ソテツ、
キュウィツル（晒し）　ほか

小原流
 はぎ お 
萩尾

けい こ
慶子

｢七夕まつり(第39回)」を開催します
日時 7月18日㈯　午前11時～午後3時50分
場所 プラム・カルコア太宰府（中央公民館）、市民図書館
対象者 幼児・小学生・保護者　　参加費 無料
市民ホールでオープニングセレモニーの後は、福岡こども短期大
学の学生による「たのしい♪わくわくステージ」や「こども縁
日」。地域文庫による「おはなしの部屋」。市民図書館ボランティ
ア「えほんのもりのおはなし会」など、全館でさまざまな催しが
あります。ご家族で楽しいひとときを過ごしませんか。
※市民図書館の中でも「こども縁日」を開催します。図書館内がにぎやか
　になることをご理解ください。

｢夏の朗読会」を開催します
日時 7月19日㈰　午後2時30分～午後4時（途中休憩あり）
場所 プラム・カルコア太宰府（中央公民館）３階視聴覚室
対象者 大人　　参加費 無料　定員 40人

「朗読紫苑の会」夏の朗読会を開催します。
こいずみ　やくも
小泉八雲／著　｢

かど
門づ

け」（『
こころ
心』より）、

たにかわ しゅんたろう
谷川俊太郎／著　｢じゅうにつき」（『みみをす

ます』より）ほか、夏の季節にちなむ短編小説やエッセイなどを取
り上げる予定です。文芸作品を耳で味わうことで、読書の幅を広げ
てみませんか。気軽に参加してください。

｢おりがみ広場」を開催します
日時 7月26日㈰　　　　午前１０時15分～　
　　　　　　　　　　　 午前１１時～
場所 市民図書館　おはなしコーナー
対象者 小学１年生～（小学生未満は保護者同伴）
参加費 無料　　定員 各先着10人
持ってくるもの 色をつけるペン、のり、はさみ、作品を入れる袋
小学生のためのおりがみ教室を開催します。今年のテーマは「夏
祭り」。テーマにちなんだ作品を、図書館ボランティアの人に教え
てもらいます。館内にはこの作品を使った工作のアイデアも展示
しています。

｢子どもふれあい工作教室 ～新聞紙エコバッグ～」
日時 7月31日㈮　午前１０時30分～午前１１時30分
場所 プラム・カルコア太宰府（中央公民館）２階研修室
対象者 小学生　　参加費 無料　　定員 16人
持ってくるもの じょうぎ（１５㎝以上）、絵の具の筆
申込方法 図書館カウンターまたは電話で氏名、学年、電話
　　　　　番号をお伝えください。ファクス不可。
申込期間 ６月25日㈭～※先着順、定員になり次第締切

新聞紙を「折って、のりづけ」するだけで、丈夫なエコバックが作
れます。飾りをつけて、オリジナルバックを作ってみませんか。

講師 （実演）朗読紫苑の会

１回目
２回目

みんなのとしょかん
あたらしくはいった本 令和８年５月 貸出開始資料から

●その他の本 サイズ調整ができる帽子(主婦と生活社／編)　かこさとしの科学絵本(かこさとし／
ほか編著) 野菜のいいぶん(白崎裕子／著) 世界の台所の間取り(岡根谷実里／著) いちばんよく
わかる屋根の教科書(前川祐介／著) はじめてのSNS社会の歩き方(高橋大洋／ほか著) 占い師ぶっ
ちゃけ話(まねまね／著) 痛快!サボテン教室(堀部貴紀／著)

●小説・エッセイなどの文学　金波銀波(澤田瞳子／著)　ある小説家の死からはじまる物語(ほしおさ
なえ／著)　月夜行路Returns(秋吉理香子／著)　けんぐゎい(朝倉かすみ／著)　魔心(五十嵐貴久／
著)　きみがなきあと(木内昇／著)　眠れぬおまえに遠くの夜を(桐野夏生／著)　異常に非ず(桜木紫
乃／著)　ネタバレあり(下村敦史／著)　三十路の逆立ち(くどうれいん／著)　チャックの数奇な人生
(スティーヴン・キング／著)　立ち上がる時 上下(メリッサ・ダ・コスタ／著)

開館時間　午前１０時から午後6時まで
TEL：（921）4646／FAX：（921）4896
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○印の日は、
お休みです。

※金曜・土曜（祝日除く）は午後７時まで

『サイズ調整ができる帽子』
主婦と生活社／編
（主婦と生活社）

『かこさとしの
科学絵本』

かこさとし／ほか編著
（主婦の友社）

『金波銀波』
澤田瞳子／編

（中央公論新社）
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